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 平成 23年 6月 23 日

■平成 22 年度環境会計の実績について 

八十二銀行は、平成22年度の環境会計の実績をまとめました。以下に概要をお知ら

せいたします。 

 

1．環境会計について 

当行は、環境会計を平成 16 年度に銀行界で初めて導入し、環境保全活動の費用対

効果の検証と永続的かつ効果的な環境保全活動のために活用しております。環境会

計は、以下の 3 点について算出しております。なお、算出方法は当行基準を使用し

ております。 

(1)当行が環境保全目的で投下したコスト（環境保全コスト） 

(2)当行が環境配慮型商品等から得た収益金額および費用節減金額（環境保全活動

に伴う経済効果） 

(3)当行の環境保全活動による CO2 排出量削減効果（環境保全効果） 

 

2．平成 22 年度環境会計実績 

(1)環境保全コスト 単位：百万円

分類 平成 21 年度 平成 22 年度 

事業エリア内コスト 35 51

資源循環コスト 29 28

公害防止コスト          0 0
内

訳 
地球環境保全コスト （※1）          6 （※2）    23

管理活動コスト 56 58

人件費 38 41

環境情報開示・広告 12 11

環境マネジメントシステム維持管理 5 5

内
訳 

 

環境負荷監視等 1 1

社会活動コスト  （※3） 17 20

合計 108 129

※1  広丘支店の太陽光発電システム設置投資     ※2  富士見支店の外断熱工事 

※3 「八十二の森」活動支援金、社団法人長野県環境保全協会への寄付金、長野県「キッズ ISOプログラム

事業」への協力金等 
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(2)環境保全活動に伴う経済効果                 単位：百万円 

分類 平成 21 年度 平成 22 年度 

収益 1,247 736

環境関連融資による収益 1,196 685

EB 契約による収益 49 50
内
訳 

 ISO14001 コンサルティングによる収益 2 1

費用節減 （※4）        75 △26

合計 1,322 710

※4  省エネ・省資源等による給水光熱費・消耗品費等削減額（対前年度単純比較）を計上。△（マイナス）

は金額が増加したことを示しております。 

 

(3)環境保全効果                         単位：t-CO2 

分類 平成 21 年度 平成 22 年度 

当行施設等の CO2 排出削減量 

（対前年度単純比較による CO2 排出削減量）（※5）
 △494 △838 

銀行本来業務によりお客さまの CO2 排出削減に寄与

した量 
235,125 184,737 

「エコライフ活動」による CO2 排出削減量（推計） 2,278 2,280 

合計 236,909 186,179 

   ※5  △(マイナス)は CO2 排出量が増加したことを示しております。 

3．平成 22 年度環境会計について 

(1)当行が環境保全目的で投下したコスト（環境保全コスト） 

当行が環境保全目的で投下したコストは、前年より増加しました。主な増加要因

は、富士見支店において省エネルギーにつながる外断熱工事を行ったことにより

地球環境保全コストが増えたものです。また社会活動コストとして、「八十二の森」

活動拠点の拡大に伴う支援金の増加等がございました。 

(2)当行が環境配慮型商品等から得た収益金額および費用節減金額（環境保全活動に

伴う経済効果） 

環境関連融資による収益が前年より減少し収益および費用節減金額合計も減少

    しました。環境関連融資では、全体的に件数・金額が減少したなか、エネルギー
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関連(省エネルギー設備導入等)のご融資は件数・金額とも増加しました。環境配

慮型金融商品・サービスの実績については、参考資料をご参照ください。 

(3)当行の環境保全活動による CO2 排出量削減効果（環境保全効果） 

当行の施設等における CO2 排出量は前年比 838 トン増加しました。これは、平

成 22 年度の平均気温が前年より大きく変動したこと（夏場の猛暑、冬場の厳しい

冷え込み）による影響で、空調に使用するエネルギーが増加したためです。銀行

本来業務によりお客さまの CO2 排出削減に寄与した量の減少は、主に環境関連融

資の金額の減少によるものです。 

今後も引き続き、自らの環境負荷低減活動を継続するとともに地域の皆様の環

境保全活動をご支援し、地域の環境改善に努めてまいります。 

＜参考資料＞ 
1．環境配慮型金融商品・サービスの実績 

新規ご契約数・金額等 CO2 排出量削減寄与

量（単位：t-CO2）

 

資金・商品・サービス名 

21 年度 22 年度 21 年度 22 年度

エネルギー関連（省

エネルギー設備導入

等） 

60 件 3,824 百万円 76 件 19,501 百万円

資源リサイクル関連 7 件 507 百万円 3件 4,072 百万円

環境改善・ 

環境法規制対応 

48件 29,080百万円 22 件 2,633 百万円

 

環境関連

融資（私募

債含む） 

（※1） 

合計 115 件 33,411 百万円 101件 26,206 百万円

 

 

233,877 183,442

融資 

エコメリット（低公害車購入資金） 904件 1,481百万円 685 件 1,100 百万円 656 498

EB（コンピューターパソコンサー

ビス、業務支援サービス、ネット

EB、インターネットバンキング）

（※2） 

22,366 件 36,241 件

 

492 797
サ
ー
ビ
ス 

ISO14001 コンサルティング 1 先 0先 100 0

                  合計 235,125 184,737 
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※1 CO2排出量削減寄与量は、当行独自に設けた算定基準に基づき算出しました。 

※2 前年度比での純増件数です。 

 
2．環境関連融資（私募債含む）資金使途例 
   エコカー購入資金、排気ガス軽減対応トラック購入資金、太陽光発電システム購
入資金、ＬＥＤ照明設備購入資金、省エネルギー型空調設備購入資金、環境配慮型

建物建設資金（工場、アパート等）等 

 

3．エコウェーブⅡ（環境格付）のご融資実績 

   お客さまの地球温暖化対策に向けた設備投資をご支援する事業性融資商品「エコ

ウェーブⅡ（環境格付）」は、22 年度に 9 件約 44 億円のご融資を実行いたしまし

た。 

 

 


